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わたしはぶどうの木。あなたがたはその枝である。

人がわたしにつながっており、わたしもその人につながっていれ

ば、その人は豊かに実を結ぶ。

わたしを離れては、あなたがたは何もできないからである。

（ヨハネによる福音書 15章 5節）

　キリスト教に基づく全人教育を行ない、「イエス・キリストにつ

ながれて、愛を持って神を畏れ、隣人と共に生き、豊かに実を結ぶ人

間」を目指し、豊かな知性と感性を持ち、国際化が進む社会を担い、

次の時代を生きる女性を育てたいという熱い願いと祈りを持って

います。

　1872 年（明治 5）学制が公布され、初めて小学校が誕生しましたが、内容

は寺子屋に近いものでしたし、また、女子の就学は極めて低いままでし

た。この間に誕生したミッションスクールも私塾の形で創立されました

が、そこには伝道を主とする高度の近代的女子教育が行なわれていまし

た。

　1884 年（明治 17）開校した〈英学校〉は、翌年、〈羔血義塾〉と改称した男

子の学校でした。この年の 11月 2日、福岡美以美教会（現・日本キリスト

教団福岡中部教会）が創立され、ロングによって最初の礼拝と洗礼式が行

なわれています。

　福岡女学院の礎となった英和女学校の初代校長に就任したジェニー・

マーガレット・ギールは、アメリカ・ペンシルバニア州ベルウッドで生

まれました。師範学校卒業後、公立学校で教師を務めています。婦人外国

伝道会に志願して宣教師となり、1879 年（明治 12）日本に派遣されまし

た。一緒に来日したエリザベス・ラッセルの協力者として活水女学校の

創立にあたり、特に神学科と音楽科の開設に貢献し、長崎でも福岡でも音

楽の開拓者と言われました。

　英和女学校の開校以外にも、師範学校生徒や羔血義塾の学生に対して、

英語と聖書を熱心に教えました。就任してわずか 2年で辞任、いったん帰

国したのち、再来日してからは長崎を中心にして、長い間、福岡、沖縄伝道

に従事しました。健康がすぐれず、1910 年（明治 43）に帰国。故郷のベルウ

ッドに戻った 1 週間後に天に召されました。日本ではジェニーというフ

ァーストネームを使っていましたが、墓碑にはジーンとあり、ジェーン・

マグリートという名前も使われています。

　1883 年（明治 16）、活水女学校内にリバイバル運動（信徒の急速な増加

を伴う信仰運動）が起こったとき、のちに神学科の母胎となる聖書研究の

クラスができましたが、ギールの協力者 大島瑳琪は、そのときの中心的

人物の一人です。翌年、バイブルウーマン養成のクラスとして授業が開始

され、1887 年（明治 20）神学科を卒業しました。

　アメリカメソジスト監督教会の長崎伝道は、1872 年（明治

5）ジョン・キャロル・デヴィソンによって始められました。

デヴィソンは、鹿児島と熊本に教会を設立すると間もなく、横

浜連回の長老司として転勤したため、後任としてキャロル・

S・ロングが長崎連回長老司となりました。

　ロングは福岡に教会と学校を設立するにあたり、伝道師と

して高く評価していた谷川素雅を鹿児島教会に訪ね、1884 年

（明治 17）10 月 30 日、谷川を協力者として伴って博多津に上

陸しました。翌 31日、福岡呉服町 8番地（現・大名 2丁目 10

番街区）と浜町13番地（現・舞鶴3丁目1番街区）に家屋を借り、

呉服町を講義所の仮会堂、浜町を英学校としました。

　1885 年（明治 18）福岡県には、まだ公立の女学校がありませ

んでしたが、谷川は同年 6月、呉服町の仮会堂内に女学校を開

校しました。前年、美以美教会が創立されると、谷川は長崎に

赴いてメソジスト監督教会婦人外国伝道会に女学校の設立を

要望しました。入学希望者が 50 人以上あれば協力する、とい

う回答を得た谷川は、ただちに生徒募集を始めたところ 54人

の応募があったため、開校実現の一歩として伝道会に実地視

察を要請しました。

　谷川を重用してきたロングが病を得て止むなく帰国したの

に代わり、女性宣教師 J・M・ギールが活水女学校神学生の

大島瑳琪を伴って実地視察を行ないました。長崎へ九州巡視

で訪れたデヴィソンが学校設立を了承したため、ギールは呉

服町の仮校舎で設立準備に取りかかります。

　1885 年（明治 18）6月 15 日、因幡町の借家で、初代校長 ギー

ル、教員 白水璞で〈英和女学校〉が開校しました。白水は美以

美教会の会員で、須玖小学校の正規教員でした。開校に際して、

谷川、大島の尽力は大きなものでした。

福岡女学院　校章・マーク
外郭の３本線は信仰・希望・愛を示し、十字架をか
たどっています。内側の丸は、学院聖句に由来する
「ぶどう」を表わしています。ぶどうの実が、一つ
につながっていることから、一人ひとりがイエス・
キリストにかたく結びついて、豊かに実を結ぶ、と
いう学院の願いを示しています。

創立者　Jennie Gheel（1846～1910年）
音楽の優れた指導者として、

長崎、福岡にその名を刻みました。

 


